
高齢者の外出機会創出による健康寿命延伸のための
乗り合い送迎「チョイソコ」について

’20年 2月18日

高齢者の外出機会創出による健康寿命延伸のための
乗り合い送迎サービス「チョイソコ」について



企画の背景
“買い物弱者”とも呼ばれる

交通難民の増加
＜主な要因＞

・商業集積場所の変動
・既存公共交通の衰退
・高齢者運転免許自主返納の促進

過疎地域だけではなく
都市部でも課題に

昨今の痛ましい高齢者事故報道増加
により運転免許返納が加速化

既存の交通（オンデマンド型含む）に課題あり
新しい交通のしくみが必要

このままでは日本はダメになる
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・地域の交通不便を解消し、主に高齢者の外出促進に貢献する
オンデマンド交通※コミュニティ。（※申し込み型・固定路線・時刻表無し）

・従来のオンデマンド交通と異なり、民間企業が事業主体
となり、自治体以外のエリアスポンサーからの協賛を得る
ことで採算性を向上。エリアスポンサーには停留所を付与。

・単なる運行システムの提供に留まらず、高齢者の健康増進に
つながる外出促進の“コト”づくりをエリアスポンサーと
共に推進。

チョイソコとは？
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運用システム

受付センター
に電話する

受付センター

エリアスポンサー

エリアスポンサー

エリア
スポンサー

会話（電話）の
有効性非常に
高い

Point

地域住民会員
固定した路線や
時刻表は無し

Point



事業構造
チョイソコは民間企業が事業主体となり、地域のタクシー会社と

提携し運行。既存公共交通とWin-Winの関係を築くビジネスモデル。

自治体 地域の事業者・病院等

地域住民
会員

会員登録
乗車受付

協賛金

運行主体

受付センター運行システム

地域のタクシー会社
（旅客自動車運送事業者）

乗車料金

施設利用
購買エリア

スポンサー

事業主体

送迎伝達・運行費補填

停留所設置
集客企画

ビジネス・パートナー

運行主体が
会員から直接受領

アライアンス・パートナー
Point

この事業構造を
成立させるために
多くの法的&合意形成
のハードルをクリア
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名称とデザイン

「チョイソコ」の名称は「チョイス」と「コース」を組み合わせた造語であり、「コースを選ぶことで外出した
いと思うようになる」期待を込めて命名。近距離移動を表す「チョイとソコまで」という意味も含ませている。

高齢者へのヒアリングを行い、呼びやすさ、覚えやすさ、親しみやすさに配慮し決定。
シンボルマークに表現されている「チョイソコ」の各文字は老若男女の人を表し、利用者の多様性を表現。

高齢者にわかりやすい名称と親しまれるためのデザイン。
全国の自治体への展開を想定したVIシステム。

自治体名入り

試験運行中

057-00-81194

健康増進のための

乗り合い送迎サービス

健康増進のための

乗り合い送迎サービス 試験運行中 057-00-81194お問合せ
ハイ､イクヨ

健康増進のための

乗り合い送迎サービス試験運行中 057-00-81194お問合せ
ハイ､イクヨ

青カラー
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ド ア開閉は運転手にお任せく ださい

お問い合わせ

ベース車両写真

本デザインは車両実測を元にしていませんので、
実施製作される際は、 必ず車両実測の上、
改めてデータ制作をしていただき施工願います。

車両デザイン

シンボルマーク（各文字が人を表している）
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グッドデザイン賞特別賞受賞
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愛知県豊明市との出会い
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自動車業界が
100年に1度の
大変革期を迎え、
新たな事業の
調査・検討を開始
カーシェア、ライド
シェア分野に注目

’17/03

調査の結果、高齢化
社会の到来を見据え
買い物や通院弱者に
注目。
ビジネスモデル検討や
関連法規を調査し、
国土交通省等の
監督省庁にヒアリング

’17/08

高齢者の買い物先で、
医療分野に明るく、
全国に1,200店舗を保有
する地元大手ドラッグ
ストア（株）スギ薬局に
協業提案。
同社の送迎サービス
コンセプトで検討開始

’17/11

スギ薬局から地域の医療
機関や他の小売店と連携
した乗り合いサービス実
現の提案があり、同社が
協定を締結している複数
自治体にヒアリング。そ
の中で豊明市健康長寿課
が直ぐに検討開始に合意

’17/12

豊明市、スギ薬局三者で
プロジェクト発足。
当初は、市内遊休車両、
ボランティアドライバー
活用で検討していたが、
地域公共交通の枠組みに
変更して検討開始
市内限定エリアの実証開
始を目標に。

’18/01

豊明市協力の中、地域
住民への説明会や
会員募集を実施。
市内限定エリアで
白ナンバー運行による
無償実証開始。車両1台）
住民のニーズを探り、
10月からはエリアも拡大。

’18/07

アイシンは旅行業を取得
し、運行をタクシー会社
に委託。緑ナンバー車両
2台による有償実証開始
住民からは200円／1乗車
いただき、事業者からの
協賛も開始。
同時に運行エリアも拡大

’19/03

既存の公共交通（路線
バス、タクシー）への
影響を見ながら、
運行条件を変え、
有償による実証を継続
中。
’20年度の本格運行を
目指す。
（社会インフラ化）

現在



愛知県豊明市にて実施中

資源ゴミ置き場を活用

公園や集会所 ステップや手すり設置

公共施設・事業者停留場
公共施設

病院・診療所

買物

娯楽施設や飲食店等
（全40箇所以上）

住宅地停留所

愛知県豊明市にて公共交通として有償運行中。
（道路運送法21条における実証実験という位置づけ）

資源ゴミ
置き場が最適

Point
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コミュニティづくり
住民密着型のコミュニケーションを積極実施。

住民説明会の実施やマスメディアを活用した情報展開。

30回を
超える回数

Point
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エリアスポンサー
チョイソコとよあけを支えていただいている
民間事業者のエリアスポンサー。

Point

自治体（豊明市）
からの協賛金も含め
事業収支は良好

10

地元
金融機関
が高関心

Point



メディア化
会員向け会報誌「チョイソコ通信」を発行。
エリアスポンサーの販促・広報宣伝に活用。

地域住民
会員に
毎月郵送

エリア
スポンサーの
チラシを同封

「紙」である
有効性高い

Point
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会員・利用の状況

買い物

41%

医療

37%

運動

6%

文化

16%

30代

1%

40代

2%
50代

7%
60代

9%

70代

39%

80代

40%

90代

2%

登録会員の年代別内訳 利用回数の目的別内訳

70代・80代の方で
8割を占める

買い物と医療（通院・見舞い）
で8割を占める

その他目的の割合を
増やすのが直近の課題徐々に90代が増加中
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有償化でも
減らない

Point

無償運行 →有償運行



トヨタ販売店と協力して全国に展開
全国に約280社（約5,000店舗）ある

トヨタ販売店ネットワークと協力し、全国に展開活動中。

自治体 事業者・病院等

会員（地域住民）

登録・受付協賛金

受付
運行

システム

地域のタクシー会社
（旅客自動車運送事業者）

エリアスポンサー

事業主体

運行費補助

停留所
トヨタ
販売店

運行主体

日本経済新聞 全国版 6月27日朝刊

現在ネッツトヨタ神戸㈱様と共に

兵庫県猪名川町様に
チョイソコ導入推進中

その他数多くのトヨタ販売店と
プロジェクト推進準備中

Point

チョイソコの
ビジネスモデルが
トヨタ販売店に
最適と評価
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“三方良し”を目指す

移動が楽になった

外出の機会が増えた

免許返納して利用している

地域住民
（チョイソコ会員）

自治体 市内事業者
（エリアスポンサー）

・街全体が“通いの場”となり都市の魅力向上

・既存交通と組み合わせや統廃合による
交通利便向上や不採算の改善

・高齢者＆家族のマイカー移動負荷を軽減し
免許返納を促進、公共交通全体が活性化

外出機会創出による健康増進

公共サービスの充実による魅力ある街づくり
集客増と新たなサービスの開発

・自宅近くの停留所から希望時間で外出でき、
外出機会が増え、心身の健康増進に貢献

・近所の方と顔合わせの機会が増え
地域コミュニケーションが促進

・“通いの手段“確保による
高齢者の固定客確保

・高齢者向けの新たな販売促進企画

車内空間が交流の場

みんなと一緒に乗れて
嬉しい
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ご清聴いただきありがとうございました。
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